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厲
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十
九
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紀
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十
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哥
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船
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圓
れ
り
。比律
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植
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植
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植
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總
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滅
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律
賓
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比
律
賓
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附
せ
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流
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梁
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梁
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叙
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梁

0

略
に

.

交
廣
み
域

4

全
6

ぶ
，銀
を
：以
て
交
易
し
、後
周 

の
時
に
河
西

•

の
.

請
郡
或

-

は
W

域
金
報
の
錢

’

を
'

麻
.

ル
ポ
り

.

ふ
あ

^

を
>

揉
：き
て
淸
朝
の
學
ま
は
此 

恭
用

k

之
始
、然
但
行
ニ
于
邊

V

而
中

.

土
尙
未
ダ
行

.
i

.

云
-

へ‘

ゎ
。宛
か
も
第
：サ
世
紀
め
初
に
於
て
華
條 

等の間に共和思想充溢せるに中民國と稱レウ

.

ウ
、翁

手

の.

政

治

以

成.

に
ぃ
歡
す
る
趣
，
 

解
な
き
が
如
く
、又
日
本

.

の
#

制
が
對
外
貿
易
に

.

一俘
さか
て發
來ぜ

.

る
、が
如
く

"

*

!

^

^那
め

、

®

'

 

悠
制
度

.

は
對
外
賀
易
の

'

行
•

は
る

4

,

邊

疆

遂

：促：
一
：

^

.

.

'

る
..

も
.

の
i

寫
.

る
'

可し。
かく

.

て

.
，
囘

轉
 

商
人

.

の
歡
來
以
來
支
那

.

银
ん

.

，释
々
举
加

.

：.

レ
.

遂
：.

ま
；^

;

^

嚴
の

-
g

,
®

.

を

：

鬼
：：：，

^
.

に̂
^
^
^
^
^

 ̂

章
.

5
^

.

路

十

お〈

ニニニ 
ニ

蘭

' 

眺

勘

叙

卷

别

泣 

，-

0
0
0
.

五
九



ア，7 ;マT ’" •‘?

s

:̂
f

.

卷

(

H
 

H

ミ

論

說

勘

'
韻老補遗

 

'
 

館三纖

 

六
0

の
承
安
ニ
ギ
即
ち
西
紀

1
.1.'

九

七

ギ
.
.に
.辩

た

.
る

承.安

：.通
.
®こ
'，
そ

は

.
'
支

那

の

報

货

の

嚼

矢

な

れ
 

さ
れ
ぱ
墨
是
哥
銀
の
跌
來
よ
レ
始
め

V

支

.那L
T

餅

の

—

；f
f
lあ
レ

と
’斷

ポW
-

に

は

あ

，ら

ね 

<
明 

の

中

篮

よ

*
^
事

實

に

於

て

，支

那

人

の

公

私

の

取

引

.に

康

.辉

の

主

と

：じ

卞

用

ゐ

.ら
、る

 

>
 こ

と

、 

な
り
し
に
就
て
は
フ
ォ

I

ア
マ
ン
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、に
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ら
と
云
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/
る
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廣
評
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の
交
涉
す
る
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必
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な
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も
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を
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し
な
ら
ん
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 c
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は
西
よ
り
流
れ
て
柬
に
，走
り
恰
か
も
深
潭
に
汲
ひ
込
ま
る
:、
が
加
班
牙
よ
り
銀
を
受
く 

る
.
國
國
は
そ
の
距
離
の
逮

.
さ
に
從
ひ
て
盤
々
高
僧
を
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挪
へ
り

i

云
ひ
、
M

に
銀
の

1=^

は
土
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に
て
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厥
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よ

ゥ

高

く
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波
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に

て
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よ
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も
不
、廉
に
か
く
て
次
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支
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り
て
很
も
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债
な
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；
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又
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叙
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.
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1
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'
:
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<
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:
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れ
る
.
※

十
九
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‘紀
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金
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す
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叙
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な
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當
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く
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知
る
可
く
、

»

敦
め
跟
の
價
は

f

常

1

ォ
ン
ス
六
，

‘
十
四
.
：片
ギ
な
れ
ど
：束
印
度
行
の

商
船
货
胸
®
職
巾
は
之
が
輸
出
の
需
要
起
ら
六
十
六
片
ぜ
く
は
六
十
八
片
希
く
ぱ
史
に
以
上
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方
ひ
て
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班
牙
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ほ
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た
.る商北米利加よ
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V
#
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歐
洲
に
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さ
る
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即
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四
千
！

1! 

f
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十
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約

】
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1

キV

グ
ラ
ム
な
る
が
、そ
の
ぅ
ち
歐
洲
に
殘
谓
す
る
額
は
僅
に

1

千
八

W 

蔣
ぺ

グ
に
止

b
>四
ぽ
あ
ぺ
ッ
は
ダ
ヴ
ン
ト

.方
面
に
向
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1

千
，
七

f
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五
十
典
ぺ
ソ
は
嵩
望
峰
を
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，
迁
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し

、
四
W
微
ぺ
ソ
は
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國
商
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の
手
を
經
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キ
：デフ
タ
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.ボ
ル
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常
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七
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！七
"六O

い

!

四五
"！ SI

五
"
0
O
O

叫
に
於

1

て
世

5
^

總
廣
觸
の
約
四
制

！
- 

に
於
て

'T
V

ム
ボ

k

ト
.
は
を
の
傭
造
'さ 

ゅ
资
，金

娘

の

兩

米

植

民

地

，に
殘
存
す

力

ぎ

九
世
紀
に
.入
り
て
獨
立
革
命

に
し
て
八
制
以
上
を
占
め
、而
し
て
墨
是
得
は
上
記
の
.斯 

分
を
廣
出
し
た

り

と
云
へ
々
。然
る
に
第
十
八
世
紀
の
末 

れ
た
る

も

の
i

工
®

上
に
加
工
さ
れ
た
る

.
も
の
と
を
問 

る
も
の
僅
か
に
九
千
六

：

ね
巧
ぺ
ツ
、に

.

過
ぎ
す

i

云
へ
る 

の
大
亂
を
生
じ
僧
体
を

.

は
す
.富
格
な
る
人
々
の
渡
欧 

少
.
し
、而
し
て

.植

民

地

の

獨

立

以

後

も

擧

是

.哥
卵
の
輸
出
一 

て
は
襲
に
西
班
牙
倾
た
り
し
兩
米
の
地
に
殘
谓
せ
る
.银 

ラ
ム
の
約

.
五
分
に
過
ぎ
ざ
る
こ

i
 

>

な
れ
々
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办
ル
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ス
筋

1

世
の
時
に
ま
ら
て
お
め
て
獨
逸
の
タ
ー
レ
ル
货
に
做
ひ
て
傭
-造せ
レ
め
だ 

る
.八ジアル银贤はそ
の量に因

み
--
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i

.
呼
ぱ
れ
、又併
ネ
利

' に.て
タ

I
レ
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i
i
?
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へ
た
る
よ

-
^
-
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plaster .、、

と
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そ：の北

-'.
来
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國
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.
'
に
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.
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dollar 

i
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.
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说

W
せ
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『

败
货
度
量
舉
に

iは
‘ピ，ア

-ス
：
K
?ル
：
.に
.米.國に

て
&
造
さ
れ

せ，，
る
ょ
り

.
兩
来
の
.貴

金

愿

は

盤

ダ

減 

養
タ
夥

-

し
-
^
、第
十
九
世
紀
：の
終
に
於 

は
全
産
額

>

f

f

i四
千
五

K
S

蒋
キ
ア
ダ

て
參
是

.哥
型

-
^
.
.
聯
す

Iる
も
の

i
、
s洲
本
土
に
て
，鎮造
さ
れ
，て
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ィ

リ

T
型

i
耕
す
る
も
の 

i
の
別
あ

’り
.、彼に
は

W

名
の
次
に

d
o 一
 Gratia sspan. Et Ind. Rex 

i
邻
記
す
れ
ど
赴
に
は

Et 

Ind. R
e
x

の
文
字
無
し
と
ゆ
る
が
、チ
ャ
ル
マ
ー
ス氏

『

英
國

«
民
地
通
货
史

』

の
附
錄
に
は

1 

A 
ニ
..

1

年
以
前
に
西
班
牙
本
國
に
て
傭
造
さ
れ
る
货
將
に
は

t
t柱
を
示
せ
る
も
の
な
し

i 

あ
ね

◊チ
ャ

\
マ
-
-

ス
氏
の
說
は
货
肯
せ
も
る
、
も、之を
朽
木
龍
橋
侯
の

W
浮
錢
譜
に
照
す
も 

、デ

I
リ
ン
グ
の
說
は
如
何
の
も
の
に
や
。

m
し
余
輩
が
前
囘

】

七
七
ニ
年
ょ

b
初
め
て
西
班
牙 

の
餓
货
に
國
王
の
将
徽
を
现
は
し
た
り
と
云
へ
る
は
塵
楚

W
の
叙
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